
富士垂（ふじだれ）
       

　

　コンセプト：

　日本の代表的な富士山の頂上にある

　万年雪の部分を表現した手法。

　自然に作られているので毎年形が変わったり、

  見る人によっても変わったりする。

  そのような所に魅力を感じ日本の手法にした。

　日本の柔らかい雰囲気を出すために色を桜色にした。

　

　効果：和室の中でも富士山を連想でき、

　文化遺産と伝統工芸品を一空間で感じることができる。　　　　　

　

           

　　　　　



①タイトル

②命名した手法

③デザインコンセプト

富士垂（ふじだれ）

富士山の魅力を感じれる障子。

日本の代表的な富士山の頂上にある万年雪の部分を表現した手法。

富士山は沢山の歴史に多く刻まれてきた。 特に歌や絵に取り入れられ、 富士山の大きさや風景に魅力を感じる人が多くいる。

なので今回私は富士山頂に残る万年雪に着目しました。

自然に作られているので毎年形が変わったり、 見る人によっても変わったりする。 そのような所に魅力を感じ日本の手法にした。

そのような富士垂を日本の伝統工芸品に取り入れ、 文化遺産×伝統工芸品の究極の伝統を感じれる。
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